
第 ６ 回  灰 塚 ダ ム モ ニ タ リ ン グ 委 員 会 の 総 括  

 

１ ． 審 議 の 内 容  

   平成２１年１２月５日に開催した第６回灰塚ダムモニタリング委員会において、以下の内容

について審議を行った。 

 

 ○審議内容 

  １）第５回委員会における指摘事項の対応方針 

  ２）モニタリング最終報告書（案）について 

  ３）灰塚ダムモニタリング委員会意見取りまとめについて 

 

２ ． 審 議 の 結 果  

   第５回委員会における指摘事項を基に修正・変更した最終報告書（案）について説明、審議

を行い、とりまとめを行った。 

また、事業者へモニタリング委員会としての意見書を提出した。 

 

○審議結果 

   審議結果は以下のとおりである。 

 

 １）第５回委員会における指摘事項の対応方針 

・対応方針について了解。 

 

２）モニタリング最終報告書（案）について 

・植生の状況を示す植生図について、出典根拠資料の出版年を追記すべきである。 

・ウェットランド効果確認調査の洪水調節区域の荒廃防止の目的を明確にするため、主旨を

追記すべきである。 

・社会環境に関する調査について、地域住民による取り組み事例を追加していただきたい。 

・生態系の評価について、ダム湖の生態構造がうまく表現されているが、文章を少し工夫す

ると更によくなると思われるので修正されたい。 

・ダルマガエルの生息環境整備の箇所がウェットランドのうちの谷戸地区であることを明示

し、誤解が生じないようにすること。 

・ダム完成後のミサゴの生息状況についても記入した方がよい。また、他ダムにおいてもカ

ワウが繁殖しており、灰塚ダムにおいても増殖が危惧される。 

・今後の鳥類調査計画について、次回調査が平成２９年度というのは、間隔的に空き過ぎの

感が否めない。それまでに１回、ダム湖の調査を追加すべきではないか。 

・陸封アユの発生は、温暖化によりダム湖の冬季水温が上がり、再生産できるようになった

可能性もあると思われる。 

・今後のフォローアップにあたっては、種の多様性、景観生態学等の視点も重要と考えられ

る。 

・移植植物の追跡調査については、やり方は種々考えられるが、継続的に調査することが望

ましい。 

・植物重要種の盗掘に対し、他県では処罰する条例を制定している事例がある。灰塚ダムに

おいても条例制定について関係機関へ働きかけるなどの取り組みをお願いしたい。 

 

○その他事項 

・資料の公表方法については、概要版のホームページ掲載及び最終報告書は管理支所にて 

閲覧する。 

（以上） 


